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【
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
・
ラ
ジ
オ
体
操
の
ス
ス
メ
】 

背
筋
を
伸
ば
し
正
し
い
姿
勢
で
、使
う
筋
肉
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
回
収（
分
別
収
集
）を
実
施
し
ま
す
。

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
回
収（
分
別
収
集
）を
実
施
し
ま
す
。

▼
内
容
＝
11
日（
火
）

①
農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
（
ス
ー
パ
ー

ソ
ー
ラ
ー
・
ベ
ジ
タ
ロ
ン
・
ク
リ
ン
テ
ー

ト
・
ト
ー
カ
ン
エ
ー
ス
・
ユ
ー
ラ
ッ
ク

な
ど
）

②
グ
リ
ー
ン
、黒
マ
ル
チ
な
ど

③
灌
水
チ
ュ
ー
ブ
・
肥
料
袋（
織
っ
た
肥
料

袋
と
は
別
に
結
束
す
る
）

④
ブ
ル
ー
シ
ー
ト（
金
属
部
は
取
除
く
）・

織
っ
た
肥
料
袋

⑤
不
織
布（
パ
オ
パ
オ
・
ラ
ブ
シ
ー
ト
・
パ

ス
ラ
イ
ト
な
ど
）

⑥
防
ひ
ょ
う
・
防
鳥
ネ
ッ
ト
・
寒
冷
紗

⑦
農
薬
空
き
ボ
ト
ル
・
空
き
袋

※
よ
く
洗
浄
・
乾
燥
し
、ラ
ベ
ル
を
完
全
に

は
が
し
、半
透
明
の
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
て

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。守
ら
れ
て
い
な

い
場
合
は
、回
収
で
き
ま
せ
ん
。

▼
内
容
＝
12
日（
水
）

⑧
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル（
ク
リ
ー
ン
エ
ー
ス
・

キ
リ
ナ
イ
ン
・
ノ
ン
キ
リ
ー
・
ハ
イ
ヒ
ッ

ト
・
モ
ヤ
レ
ス
・
キ
リ
サ
ラ
バ
な
ど
）

⑨
廃
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

⑩
育
苗
箱
・
あ
ぜ
波
シ
ー
ト

⑪
塩
ビ
パ
イ
プ

⑫
マ
イ
カ
線

⑬
土
壌
消
毒
用
空
き
缶

※
よ
く
洗
浄
し
、乾
燥
し
た
も
の
に
限
る
。

⑭
オ
イ
ル
空
き
缶

※
上
フ
タ
を
取
り
、灯
油
な
ど
で
よ
く
洗

浄
し
、乾
燥
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。缶
の
中

が
確
認
で
き
る
も
の
で
20
Ｌ
缶
の
み
回

収
し
ま
す
。ま
た
、上
フ
タ
も
併
せ
て
回

収
し
ま
す
。

※
種
類
ご
と
に
回
収
を
実
施
し
ま
す
。必

ず
①
〜
⑭
に
そ
れ
ぞ
れ
分
別
し
て
く

だ
さ
い
。分
別
し
た
も
の
を
つ
づ
ら
折

り
に
し
、同
質
材
の
ヒ
モ
、ま
た
は
、灌

水
チ
ュ
ー
ブ
で
は
ず
れ
な
い
よ
う
2
ヵ

所
を
結
束
し
、指
定
さ
れ
た
日
に
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。こ
れ
以
外
は
、回
収
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
等
に
金
属
等（
針
金
な
ど
）が

つ
い
て
い
る
場
合
は
必
ず
取
り
除
い

て
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
＝
Ｊ
Ａ
う
つ
の
み
や
上
三
川
野
菜

集
荷
所（
上
蒲
生
3
7
8
番
地
）

▼
処
理
負
担
金
＝

　

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、廃
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス

　

重
量
負
担　

15
円
／
㎏（
1
0
0
円
未

満
切
捨
て
）

　

土
壌
消
毒
用
空
き
缶

　

ペ
ー
ル
缶　

1
0
0
円
／
1
缶
。た
だ

し
、小
缶
は
10
円
／
１
個
。

　

オ
イ
ル
缶　

20
Ｌ
缶　

1
0
0
円
／
1
缶
。

▼
そ
の
他
＝
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、必
ず
印
か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
（
6
月
に
委
任
状
を
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
方
も
、再
度
必
要
に
な
り
ま
す
。）

　

廃
棄
物
処
理
法
に
よ
り
、野
焼
き
や
不

法
投
棄
を
す
る
と
、罰
則
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

　

Ｊ
Ａ
う
つ
の
み
や　

上
三
川
野
菜
集
荷
所

　
　
　
　

6
6
8
8

　

産
業
振
興
課　

農
産
園
芸
係

　
　
　
　

9
1
3
8
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▼
日
時
＝
11
月
11
日（
火
）・
12
日（
水
）　

午
前
8
時
〜
午
後
3
時

10
月
20
日（
月
）〜
26
日（
日
）ま
で

は
、行
政
相
談
週
間
で
す
。皆
さ
ん
か

ら
の
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要

望
を
受
け
付
け
、そ
の
解
決
や
実
現
を

促
進
す
る
と
と
も
に
行
政
運
営
の
改

善
を
図
り
ま
す
。

町
で
は
、2
名
の
行
政
相
談
委
員
が

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、奇

数
月
の
第
1
水
曜
日
と
第
3
水
曜
日

に
上
三
川
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
、定
例

相
談（
心
配
事
な
ん
で
も
相
談
）を
開

設
し
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
先
＝

●
行
政
相
談
委
員

　

藤
田　

猛
さ
ん

　
　

 

0
9
0（
1
6
5
1
）6
3
0
2

●
行
政
相
談
委
員

　

髙
田　

す
み
子
さ
ん

　
　
　
　

2
7
1
9

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

　

企
画
課　

情
報
広
報
係

　
　
　
　

9
1
7
7

10
月
20
日
〜
26
日
は

  

行
政
相
談
週
間

56 56
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【
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ス
ス
メ
】 

大
き
く
腕
を
振
り
、か
か
と
か
ら
着
地
す
る
事
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

医
療
費
の
自
己
負
担
が

　
　
　

高
額
に
な
っ
た
と
き（
高
額
療
養
費
）

医
療
費
の
自
己
負
担
が

　
　
　

高
額
に
な
っ
た
と
き（
高
額
療
養
費
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

　
　

困
難
な
学
生
は
学
生
納
付
特
例
の
申
請
を

同
じ
月
内
の
医
療
費
の
自
己
負
担
が
限
度
額
を
超
え
た
と
き
、申
請
し

て
認
め
ら
れ
る
と
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て

あ
と
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、自
己
負
担
の
限
度
額
は
年
齢
や
所
得
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。詳

し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
額
療
養
費
の
申
請
方
法

国
保
で
は
、高
額
療
養
費
の
支
給
対
象
と
な
っ
た
方
に
、「
高
額
療
養
費

支
給
申
請
の
ご
案
内
」を
診
療
月
か
ら
約
3
ヶ
月
後
を
目
途
に
送
付
し
ま

す
。ご
案
内
が
届
き
ま
し
た
ら
、医
療
機
関
の
領
収
書
を
添
え
て
保
険
課
窓

口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

高
額
療
養
費
の
申
請
に
は
医
療
機
関
の
領
収
書
が
必
要
で
す
。な
く
さ

ず
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
！

※
領
収
書
が
不
足
し
て
い
ま
す
と
、申
請
を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

窓
口
で
の
自
己
負
担
を
限
度
額
ま
で
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

事
前
に「
限
度
額
適
用
認
定
証
」の
交
付
を
国
保
に
申
請
し
、認
定
証
を

医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、窓
口
で
の
負
担
が
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
70
歳
以
上
の
方
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
み
に
限
度
額
適
用
認
定
証
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

　

保
険
課　

国
保
係

　
　
　
　

9
1
3
4

56

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
方
は
、公
的
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
生
の
方
で
あ
っ
て
も
加
入
の
手
続
き
は
必

ず
必
要
で
す
。

た
だ
し
、20
歳
以
上
の
学
生
の
方
で
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、「
学
生
納
付
特
例
制

度
」と
い
う
、在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

日
本
国
内
に
あ
る
大
学（
大
学
院
）、短
期
大

学
、高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校
、専
修
学
校
及

び
各
種
学
校（
学
校
教
育
法
で
規
定
さ
れ
て
い

る
修
業
年
限
が
一
年
以
上
の
課
程
）に
在
学
す
る

学
生
等
で
、学
生
納
付
特
例
を
受
け
よ
う
と
す

る
年
度
の
前
年
所
得
が
基
準
以
下
の
方
、失
業

等
の
理
由
が
あ
る
方
。

※
な
お
、一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
も
対
象

に
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
年
金
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
所
得
の
基
準

1
1
8
万
円
＋
扶
養
親
族
の
数
×
38
万
円
で

計
算
し
た
額
以
下

●「
納
付
」「
学
生
納
付
特
例
」「
未
納
」の
違
い　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、原

則
と
し
て
保
険
料
納
付
期
間
と
免
除
期
間
が
あ

わ
せ
て
最
低
25
年（
3
0
0
月
）あ
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間

は
、こ
の
受
給
資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
が
、年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。10
年
以
内
で
あ
れ

ば
、古
い
期
間
か
ら
順
に
納
付
が
可
能
で
す
。

※
た
だ
し
、承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し

て
3
年
度
目
以
降
は
当
時
の
保
険
料
に
一
定

の
金
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。又
、申
請
が
遅
れ
て「
未
納
」と
な
っ
て

い
る
場
合
、20
歳
以
降
の
申
請
日
前
に
生
じ

た
不
慮
の
事
故
や
病
気
に
よ
る
障
害
基
礎
年

金
の
申
請
が
で
き
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
申
請
先
＝

　

役
場　

保
険
課
の
窓
口
又
は
年
金
事
務
所

●
必
要
な
も
の
＝

　

年
金
手
帳
、学
生
証（
写
し
）又
は
在
学
証
明

　

書（
原
本
）、印
か
ん

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

　

宇
都
宮
西
年
金
事
務
所

　
　

 

0
2
8（
6
2
2
）4
2
8
1

　

保
険
課　

高
齢
者
年
金
係

　
　
　
　

9
1
2
9
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